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山間部に生息する希少猛禽類は、砂防事業やダム事

業などにおいて保全対象となるケースが多く、工事

による影響予測や保全措置の検討に際しては繁殖

状況の早期把握や営巣地の特定が重要となる。長野

県内の公共事業において工事中に実施されたモニ

タリング調査では、撮影された画像が携帯電話通信

網を通じて送信される機能が付いた IoT 自動撮影

カメラに望遠レンズを組み合わせた機材により、巣

内のインターバル撮影を行った。撮影は1時間間隔

とし、成鳥の巣への飛来状況や造巣行動に伴う巣材

の積み増しなどの変化について把握した。調査結果

は、一般的に行われる定点観察調査とあわせて整理

することで、当該シーズンの繁殖の有無や既知の巣

の利用状況の早期把握、及び工事影響の検討材料と

して活用した。 
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この期間中、異常行動は確認されず
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IoT 自動撮影カメラを利用した
猛禽類のモニタリング調査の効率化に関する取り組み

はじめに
　山間部に生息する希少猛禽類は、砂防事業やダム事業などにおいて保全対象
になるケースが多く、工事による影響予測や保全措置の検討に際しては繁殖状況
の早期把握や営巣地の特定が重要となる。このため、IoTカメラを利用した調査手
法を試行し、既知の巣の利用状況及び工事中の異常行動の有無をリアルタイムで
把握することにより、調査精度の向上とモニタリングの効率化を図った。

IoTカメラ猛禽類モニタリングシステムの特徴
■ 猛禽類の繁殖状況・工事影響モニタリングの機能 調査の⼿順

■ 猛禽類や周辺環境への影響低減

対象とする猛禽類の巣を決まった時間帯・間隔で撮影（タイムラプス撮影）し、
画像のメール送信により、繁殖状況の確認や工事に対する反応を把握。
突発的な工事等に対しては、スマートフォンアプリによるリモート撮影と画像送
信により、ほぼリアルタイムに工事の影響の有無を把握。

・

・

IoT カメラ本体に画像拡大用の望遠鏡を装着することにより、巣から離れた
場所での設置が可能。
営巣木に登る必要がなく、画像送信用のケーブルや電源ケーブルの配線も不要。
設置スペースは 1~2m 四方で十分であることから、地表面や植生への影響は
小さい。

・

・
・

コリメート撮影用
スコープ

　工事期間中に、成鳥・幼鳥に異常行動は確認されず、巣立ちを確認

調査結果

まとめ

システム構成・撮影画像　

　カメラに接続する望遠鏡は、モニタリング対象の巣との距離により、
適切な倍率のものを使用。

110m 離れたカワウ（イヌワシとほぼ
同じ全長 80cm）を本システムで撮影。

IoT 自動撮影カメラ：HykeCamSP4G・TREL3G-R 等
コリメート撮影用スコープ（倍率 8~60 倍　防水仕様）
自社製三脚台座（カメラのモニターで対象物を導入するために作製）
カメラ・スコープ同架プレート
カメラ用大型三脚

・
・
・
・
・

■ IoTカメラ猛禽類モニタリングシステム ■ 撮影イメージ

巣を確認 巣を確認できず

「 猛禽類保護の進め方（改訂版）」（平成 24 年 12 月，環境省）を参考に作成

イヌワシ

自社製三脚台座

巣⽴ち雛の有無確認

利⽤巣の把握
⼯事中モニタリング
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IoT カメラ猛禽類モニタリングシステム

動物による被害を受けた
システム

クマタカ

オオタカ

カメラ本体のみ

20 倍スコープ装着

10 倍スコープ装着

60 倍スコープ装着

本システムにより、繁殖成功（幼鳥の巣立ち）を確
認できたことから、繁殖モニタリングには十分な精
度があると考えられる。
巣が見通せる場所があれ
ば、急斜面上にある巣でも
比較的安全かつ短時間で
設置が可能である。
地上に設置するため、動物
による被害が起きる場合
があり、その対策が課題で
ある。

・

・

・

希少猛禽類
（イヌワシやクマタカなど）

⼯ 事
影響予測 繁殖状況の早期把握

営巣地の特定
IoTカメラによる
調査精度向上
・効率化


